
精神障害者地域移行支援体制の整備について 

 

１ 本県における精神障害者地域移行支援体制について 

本県では、第 5期愛知県障害福祉計画において示した以下のイメージ図に沿い、 

 精神障害者地域移行支援体制の整備に係る事業を行っている。 

 

《本県における精神障害者地域移行支援体制整備のイメージ図》 
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２ 平成 29～30 年度精神障害者地域移行支援体制の整備に係る取組みについて 

  平成 29 年度及び平成 30 年度に実施又は実施予定である主な取り組みは以下の通 

り。 

 

（１）地域移行地域定着推進協議会の開催 

ア 概要 

   本県における精神障害者の地域移行及び地域定着支援に向けた協議を行う

為、平成 29 年度に設置。委員は、保健医療福祉の各分野の支援者及び当事

者、家族等 12 名により構成。 

イ 平成 29 年度実績 

（ア）開催日 

     平成 29 年 12 月 15 日（金） 

（イ）議題 

     ・精神障害者の地域移行・地域定着支援の取組について 

     ・第 5期愛知県障害福祉計画の策定について     

ウ 平成 30 年度実績 

（ア）開催日 

     平成 30 年 8 月 3 日（水） 

（イ）議題 

     ・ピアサポーター活動等による地域移行支援事業について 

     ・保健所の地域移行に関する取組みについて 

     ・各地域のコア機関チームの状況について 

     ・各市の地域移行支援に関する状況について 

 

（２）地域移行支援に係る研修の実施 

ア 概要 

   精神保健福祉センターにおいて、地域移行支援に関わる支援者を育成。コア機

関チーム養成を目的とした「コア機関チーム研修」及び医療と福祉の連携を目的

とした「医療・福祉連携合同研修」を実施。 

イ 平成 29 年度実績 

（ア）コア機関チーム研修 

   

 

 

 

 

 

 

開催日：平成 29年 12 月 12 日（火） 

内 容：①報告「愛知県の地域移行・地域定着支援の取り組み状況について」 

    ②グループワーク 1「機関ごとの情報共有」 

    ③グループワーク 2「今後の取組みについて話し合う」 

参加者：43 名 

資料４ 



 

 

（イ）医療・福祉連携合同研修（愛知県と名古屋市との共催） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 平成 30 年度予定 

（ア）コア機関チーム研修 

   

 

 

 

 

 

 

 

（イ）医療・福祉連携合同研修 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）ピアサポーター活動等による地域移行支援事業の実施 

  ア 概要 

    精神障害者が地域で安心して生活できるよう体制を整備するため、当事者の

立場から支援にあたるピアサポーターが、病院へ出向いて自らの体験談を話す

プログラムを行う。なお、本事業は精神保健福祉士協会への委託により実施し

ている。 

開催日：平成 30年 3月 6 日（火） 

内 容：①報告「愛知県の取り組み・東三河南部圏域の取り組みについて」 

②報告「名古屋市の取り組み・中川区障害者基幹相談支援センターの取組に 

ついて」 

③発表「精神科病院における退院支援の取組みについて」 

④まとめ・講義「地域で退院支援をどのように進めていくか」 

 講師 精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築支援事業 

広域アドバイザー 岩上氏 

    ⑤グループワーク「地域と病院との連携について」 

参加者：139 名（うち愛知県 102 名） 

開催日：平成 31年 2月 15 日（金） 

内 容：①報告「愛知県の現状」 

    ②講義「地域包括ケアシステムについて」 

講師 社会福祉法人蒼渓会 有野氏 

    ③報告「知多圏域における取組について」 

    ④グループワーク「地域移行を推進するために、何が必要か考える」 

参加者：定員 50名（コア機関チーム） 

開催日：平成 31年 3月 4 日（月） 

内 容：①報告「愛知県の精神障害者の地域移行をめぐる動向」 

    ②講義「地域包括ケアシステムについて」 

講師 社会福祉法人蒼渓会 有野氏 

    ③講義「地域移行推進における関係機関・関係者の役割」 

④報告「退院意欲を取り戻すための支援」 

    ⑤講義「地域移行の進め方と市町村（圏域）における連携体制の構築」 

    ⑥演習「病院と指定一般相談支援事業所が連携した地域移行の進め方」 

参加者：定員 130 名（コア機関チーム、市町村担当者、精神科病院職員、相談支援事

業所相談関係職員） 



 

 

イ 平成 29 年度実績 

（ア）協力医療機関及びプログラム実施回数 

     協 力 医 療 機 関  10 病院 

     プログラム実施回数  延べ 15 回 

  （イ）プログラム参加者    

延べ 434 名（当事者 223 名、医療関係者 194 名、その他 17 名） 

ウ 平成 30 年度予定 

昨年度に引き続き、愛知県精神保健福祉士協会への委託により事業を実施

し、25～30 回のプログラムを予定している。 

エ その他 

   平成 29 年度よりピアサポーター養成研修を実施。また、サポーターのさら

なる資質向上のため、30 年度にピアサポーターフォローアップ研修を実施。本

事業に協力するピアサポーターは、養成研修を受講した方等となっている。 

（ア）ピアサポーター養成研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）ピアサポーターフォローアップ研修 

 

【29 年度実績】 

開催日：平成 29年 11 月 16 日（木） 

内 容：①講義「ピアサポーターってなに？ 

地域移行・地域定着支援におけるピアサポーター」 

講師 医療法人敬愛会 生活支援センターほおずき ピアサポーター 

②グループワーク「ピアサポーターの基本理念」等 

参加者：当事者６８名、支援者４１名 

 

【30 年度実績】 

日 時：平成 30年 11 月 12 日（月）午前 10時 30 分から午後 4時 30 分まで 

内 容：①講義「ピアサポーターとは？・支援する際の心得・ピアサポーターの

仕事・活動と働き方」 

     講師 医療法人宮本病院 地域活動支援センター櫻 中野氏 

    ②シンポジウム「愛知県のピアサポート活動の紹介」 

    ③グループワーク 

参加者：69 名 

開催日：平成 30年 9月 7 日（金） 

内 容：①講義「ピアサポーターとして大切なポイントのおさらい ―ピアサポ

ーターって何だろう？―」 

    ②シンポジウム「精神科病院を訪問して入院患者さん等に自分の体験を

語る事業に参加して」 

    ③グループワーク「昨年度養成研修を受講して今までを振り返って・自

分自身にとってのリカバリー・今後していきたいこと」 

参加者：39 名 


